
 

 

 

 

   

 
 

   

◆ ４月２７日（土）学習参観、ＰＴＡ総会、学年・学級懇談会にお越しいただきありが

とうございました。 

◆ ４月２３日（火）に一斉下校指導を行いました。一番遠い三河尻まで約２Kｍあります。実

際に子どもと歩いてみたところ、約３，２００歩ありました。子どもの足だと５，０００歩ぐ

らいになるでしょうか。また、登下校の歩行距離を計算すると、１日で４ｋｍ、１年間で６０

０ｋｍ、６年間で３，６００ｋｍ（山辺町から中国とベトナムの国境沿いまで！）にもなりま

す。バス通学を除くほとんどの子どもが、晴れの日も雨や雪の日も歩いて登校してきます。６

年間の積み重ねはすごいことだと思います。 

◆ 新年度がスタートして早１か月。４月の主な行事を振り返ります。 

 

 

 

◆ 当日はあいにくの雨でしたが、入学式を待っていたかのように桜が開花しました。ピカピカ

の８２名の１年生、たくさんのご来賓と全校児童みんなでお祝いしました。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山辺大好き 学校大好き 友だち大好き（自分大好きをベースに） 

令和６年度 第２号 

      R６.５.１ 

山辺町立山辺小学校 

 校長 鈴木 義彦 

令和６年度 入学式（４月９日） 

【入学式 児童代表あいさつ ６年 後藤 壮人 さん】 

 新１年生のみなさん、ご入学おめでとうございます。ぼくたちは、みなさんが山辺小学校

に来ることをとても楽しみにしていました。山辺小学校には楽しいことがたくさんあるので

大きく３つしょうかいします。 

１つ目は行事やイベントです。例えば、たてわりウォークラリーというイベントでは、た

てわりはんの人達と一緒に問題やクイズをとく活動があります。このような、行事やイベン

トでいろいろな人と仲良くなれたり、友達ができたりします。 

２つ目は学習です。１年生では、ひらがなや漢字を覚えたり、たし算やひき算を習ったり

します。そして、３年生になると、理科室で学習できたり、町のことがたくさん知れたりで

きます。みなさんも楽しみにしていてください。 

３つ目は、給食や休み時間です。給食では毎日とてもおいしいごはんが食べられます。そ

して、休み時間には、外でおにごっこやドッチボールをして遊んだり、本を読んだりと好き

なことができます。 

そして、早く学校に慣れて楽しんでほしいので、困ったことがあったら何でも聞いてくだ

さい。このように、山辺小学校には楽しいことがたくさんあります。楽しく小学校を過ごせ

るように、一緒に頑張っていきましょう。 

今日はご入学おめでとうございます。 

http://www.town.yamanobe.yamagata.jp/schools/elyamabe/date1/gaiyou(h19).pdf


 

 

 

◆ 山辺駐在所、交通安全指導員、交通安全母の会、保護者のご協力により、３年生は自転車教

室、４年生は交通安全に関する講話、１・２年生は交通安全に関する講話と下校指導を行いま

した。山辺町は交通難所が多い地域です。これから行動範囲が広がります。子どもの特性を十

分理解し、ご家庭でも「自分の命は自分で守る」交通安全指導の徹底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◆ ２年生は学校紹介、３年生はメダルプレゼント、

４年生は会場装飾・花のアーチ、５年生は招待状作

成、６年生は歓迎出し物と、心のこもった歓迎をし

てくれました。１年生は元気いっぱい校歌を歌って

くれました。みんなでじゃんけん列車をして仲良く

なり、大いに盛り上がりました。 

交通安全教室 ３・４年生（４月１９日） １・２年生（４月２２日） 

★学校だより「つぎがね」令和５年度第３号（Ｒ５.７．１１）再掲 

＜子どもの特性を知ることで、事故の危険性を減らす＞ こくみん共済（全労済）ＨＰより抜粋 

１ 感情のコントロールができず、衝動的な行動をとる 

＜危ない事例＞ 

 ・遊んでいるときに興奮したり、怒られたあとにイライラしたりして、「急に走り出す」 

「うろうろ蛇行する」など予測できない行動をとることがある。 

・悲しいことがあると泣いたりうつむいたりして、周りが見えなくなる。 

２ 一点に集中しがちで、安全確認ができない 

＜危ない事例＞ 

 ・転がったボールを追いかけて道路に飛び出してしまう。 

 ・友だちなどが走り出すと、周りを見ずについていってしまう。 

 ・目的地が見えるとすぐに走り出してしまう。 

３ 視野が狭く、視覚・知覚能力が十分に備わっていない 

＜危ない事例＞ 

 ・子どもは「みぎ、ひだり、みぎ」と首を振って、周囲を確認したつもりで歩き出すが、実際は

確認が不十分で危険なことがある。 

・信号を守って横断歩道を渡るということは理解できても、「左折車や、対向車線の右折車に巻

き込まれる危険」については理解が不十分で、横断歩道の端などを歩いてしまう。 

４ 「何が危険か」の判断や予測ができず、危険が迫っていても気づかない 

＜危ない事例＞ 

 ・実際に車が通っている道路は危険とわかっても、見通しの悪い路地やカーブの先から車が飛び

出してくることは予測できず、危険な目に遭う。 

・信号のない道路や横断歩道で、自分の視界の中に車がいなければ安心と判断して横切る。 

１年生を迎える会（４月２６日） 


